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東郷荘絵図の土海宮と埴見集落
松　尾　容　孝
1　はじめに
先に筆者は伯者国東郷荘下地申分絵図の読解において, ｢土海宮｣を埴
1)どか
見集落の寵守神社に比定した｡比定の根拠は, ｢土海｣が｢土海｣ととも
はなみはなみ
に｢土海｣と読めるので,埴見集落に神社が所在したと推測できること,
どかい
埴見集落に土海姓の家が数軒所在すること, 『寛政七年卯月九日　河村郡
神社御改帳』(以下, 『神社改帳』と略記)に埴見集落の神社として寵守神社が
2)
記され,社殿を有して村社をなしてきたことによる｡
一方で,この比定に関しては,次の疑問点も残った｡寵守神社は埴見集
落居屋敷域の最高所に位置するものの,あくまでも迫(谷部分)に所在して
おり,絵図では神社が尾根状の高所に所在するように描写しているのと異
どかい
なる点(図1),埴見集落の土海家はいずれも土海と読むので, ｢土海宮｣
はなみのみやどかいぐうどかいのみや
も｢土海宮｣でなく｢土海宮｣ないし｢土海宮｣の可能性がある点,つ
どかいはなみどかいはなみ
まり土海が埴見に解消せず,土海と埴兄が並存している理由が説明できて
いない点である｡
小稿は,この疑問点に関して,現地調査で得た若干の知見をまとめたも
3)
のである｡
2　埴見集落の神社
(1)高官さん
現在,埴見集落には寵守神社が所在する｡しかし,合紀以前には,神社
格の有無を別にして, 3ないし4社が埴見集落では配られていた｡部落の
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図1 伯警国東郷庄絵図写 東京大学史料編さん所
注)絵図の右上 「領家分」の西に，西を天に，ネ11社図像と 「土海宮 四分」が拙かれて
いる
人々が「高宮さんJI子守さんJI大宮さん」と呼ぶ 3社であり， このほか
にも宮の谷のなだらかな尾根部分にかつて宮があったとの言い伝えがあ
るO
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図2　埴見集落の神社,窯跡,古代以前の入江(推定)
注)南を上にしている
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｢高官さん｣は,埴見集落と羽衣石(うえし)集落の境界をなす標高186m
の尾根あたりに所在した高野宮(たかのみや)を指す個2)｡シロミテの頃が
大祭日で,社があった場所は山頂なのにやや広くなっており,社脇にある
大きな石には,馬の足跡があるという話が埴見部落では言い伝えられてい
るし,羽衣石部落でも社の近くから虎が出たとの言い伝えがある｡ともに
装備を伴う伝承である｡山上に本尊があり,自村の方角に本尊を向かせる
と村が繁盛するといわれ,両村から本尊の向きを自村に向けようと住民が
登ったという｡このように,埴兄と羽衣石両地域の信仰を得ていたが,戟
後の合紀指令に際して,埴見集落の宮司家が疲弊した状態であったため,
龍守神社に合配されることなく,山上の本尊は羽衣石集落の神社に合祀さ
れてしまった｡なお,山頂にはかつて南条氏の城館があったといわれてい
るが,城館の建立以前から社が示巳られており,後に城館が建てられたと言
われている｡山頂近くの一帯には,石段や小両の跡が残っている｡
(2)子守さんと寵守神社
埴見集落南西の標高115mの山頂と周辺の一帯は字子守山といい, ｢子
守さん｣は,この山の北西にある谷斜面にあったといわれている(区12)｡
当地において伯者一一一一宮倭文神社-の信仰があり,その分布巳ないし宥属とし
て,子守さんが勧請されたと考えられる｡あるいは倭文神社の方角を向い
て社があったかもしれないが,現地に社殿の痕跡は確認されていない｡
『神社改帳』には,寵守神社の所在が記されているが,寵守神社の本殿は
1700年代前半頃の建立と確認されており,その頃にはすでに子守さんは
旧地にはなく,現在の地に配られていたと考えられる｡
龍守神社は,一宮倭文神社と同じく5月1日を例祭日とし,村人も,倭
文神社の参拝者の多くが帰途に龍守神社にも参拝し,広い範囲からの信仰
を得て賑わったことをよく覚えている｡このことから,寵守神社がもと字
子守山にあった社を継承し,倭文神社の分配ないし春属として,倭文神社
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と同じく子どもやお産に関する神様として信仰された子守神社であること
I ㌔
を物語る｡
龍守神社は戦前まで｢こもりさん｣と呼ばれていたが,一定の氏子数を
もたない社は神社として登録できないとの神社本庁からの通達により,硯
寵守神社に隣接して居住する宮司の依頼で埴見集落の人々が氏子になっ
た｡このことは,寵守神社が,子守神として広く信仰を得ていた一一万で,
必ずしも埴見集落の氏神としての地位を確立していなかったことを意味す
る｡その理由は,祭神と信仰のずれ,つまり寵守神社が元来有していた祭
神に則した信仰が失われていたからではないだろうか｡
寵守神社の祭神は, ｢底筒男神,中筒男神,表筒男神｣である｡これら
3神は, ｢そこつつのおのみこと｣ ｢なかつつのおのみこと｣ ｢うわつつの
おのみこと｣といい,海の神つまり海神(わたつみ)である｡海の潮を底･
中･表(上)の3つに分け,それぞれが独立した特色をもつ神であるととも
に, 3神をあわせて海の神として崇める信仰である｡寵守神社の子守神と
しての機能と祭神が海の神であることの間には,大きな乗離がある｡
祭神と信仰内容の不一致は,次の推測を可能にする｡寵守神社は元来海
の神を祭神とした神社であった｡しかし一帯が海にかかわる生活を弱め
た｡一方で,倭文神社の子守信仰が隆盛し,子守神社を勧請していたが,
それをこの神社に合祀した｡倭文神社信仰の一部として,この神社へも広
域から人々が参拝する信仰が定着した｡神社の名も｢子守｣信仰が圧倒す
るようになって寵守神社に変更ないし名づけられた｡ 『伯者国神社改帳』
等から, 1700年またはその前後には寵守神社であったことが確認できる｡
｢子守｣が｢龍守｣に変化したのは,音の一致から,吉野をはじめとする
iY
各地で｢龍守神社｣と称されているのをまねたのであろう｡
(3)大宮さん
｢大宮さん｣は,合紀以前には龍守神社から4段下の石垣で囲まれた区
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画地に配られていた｡合祀に際しては,埴見集落の宮司のもとで村社であ
る龍守神社に合IITJfEされるはずであったが,当時寵守神社が必ずしも十分維
持管理される状況になかったため,野花の松尾神社に合配されることと
なった｡そのため,両宮司間で裁判が生じ,龍守神社の宮司家が勝訴を得
たが,埴見部落民の一部も野花の松尾神社の氏子になったため,寵守神社
に戻ることなく現在に至っている｡合肥後も元の区画地には,両や｢若連
中｣と記した拝殿前の板石があり,集落の個人が傷まないよう個人で管理
していた｡しかし1983年にアメリカ人により両と板石が購入され,アメリ
(. ～
カ合衆国に運び出されてしまい,その後社地一帯は柿が植えられている｡
大官さんについては,先述した宮の谷のなだらかな尾根部分にかつて所
在し,その後,上記の合祀よりも古い時代に,一種の合配としてこの区画
地に移った可能性がある｡子守さんの合紀と同時期に,近世の神社再編を
契機に生じた可能性を想定できるが,史実については確認できなかった｡
以卜,埴見集落に3神社が所在したことをみてきた｡これら3神社を比
較したとき,高宮さんは埴見集落と羽衣石集落を信仰圏にもつ神社,子守
さんは埴見集落が倭文神社の信仰圏にあることによって勧請された埴見集
落内の神社,大宮さんは官の谷に所在した埴見集落の神社または埴見集落
内の小地域の神社という,質的な相違があった｡つまり,高宮神社が東郷
荘南部の信仰神として独立したL位の地位を占めると判断できる｡
3　土海家の氏神
(1)土海家と高官さん
埴見集落には現在上海家が13軒あり,全戸数の約3割を占める(凶3)｡
聞き取りによれば,これらの土海家の総本家は,埴見集落の中心に位置す
るA家である｡上海家に限らず他姓の人々も,戦前に高宮さんにお参り
したという｡羽衣石集落に合配された後,高宮さんへのお参りは一般には
途絶えた｡しかし,上海家の本家であるA家では,家訓によって現在も
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図3　埴見集落と土海姓の家々
汁) Aは人半の七海家の本家｡太枠がじ海姓の家
堰
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旧社地に定期的に参拝に行くという｡したがって,高官さんは土海家の氏
神であるといえよう｡
また,高官さんは埴見集落と羽衣石集落の間を南から北に伸びる尾根上
の一一一一山上に所在したので,東郷荘絵図の上海宮の描写とも合致する.これ
らのことから,高宮さんが東郷荘絵図中の土海官であると推測される｡
(2)土海官と龍守神社の前身
以上の議論を整理すると,次のようになる｡
埴見集落には,現在の龍守神社の位置に海の神｢底箇男神｣ ｢中筒男
神｣ ｢表筒男神｣を祭神にもつ神社があり,それとは別に少なくとも3社
｢高官さん｣ ｢子守さん｣ ｢大宮さん｣が所在した｡高官さんは埴見集落や
羽衣石集落を信仰圏にもつ一帯の上位神の社,子守さんは一宮倭文神社を
当地に勧請するため分配された社,大宮さんは埴見集落の宮の谷に所在し
た可能性のある集落内の小社である｡高宮さんは埴見集落の開祖の主構成
員をなす上海家を中心に,部落民の信仰を受けた｡
その後,埴見集落が海にかかわる性格を弱めるなか,子守さんが神社に
合祀され,広域的に安定した信仰を得て,神社そのものが寵守神社と称さ
れるにいたった｡海の神は祭神として残るが,信仰そのものは影を潜め
た｡また,大宮さんもあるいは同時期に神社に合配され,本社近くの下段
に入営神社として信仰された｡近世期に各地の神社が再編される過程で,
この合紀も生じた吋能性がある｡高官さんは合祀されることなく,埴見集
落や羽衣石集落-一帯の上位神としての地位を保ち,埴見集落において上海
家をはじめとする部落民の信仰を引き続き受けた｡
第二次大戦後, GHQ指令により合紀がなされた｡その前後,寵守神社
の宮司家が一時疲弊していたため,高宮さんは羽衣石集落の神社に合祀さ
れた｡寵守神社は埴見集落の人々が氏子の神社となった｡大宮さんは上記
のように社殿や境内等を寵守神社近くにもっていたが,合紀の対象とな
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り,野花の松尾神社に合配された｡
以上の整理を通じて,次の2点が問題として浮上する｡ひとつは原籍守
神社の存在とその性格,ひとつは原寵守神社が海の神を祭神とした理由で
ある｡後者に関しては,次章に譲り,ここでは前者について検討しよう｡
再び,図1と図2に注目すると,寵守神社が埴見集落の中心部の高所に
位置すること,寵守神社の背後の山上に高宮さんが位置し,寵守神社と高
官さんとを結ぶ道路があることがわかる｡それゆえ,原寵守神社は高宮さ
んを奥宮にもつ里官をなし,両社をあわせて土海家および埴見集落の祭神
をなしたと理解することができる｡高官さんこそが本来の上海宮であり,
広域の信仰を受けていたので,その里宮を集落の中心部の高所に配って身
近に信仰していた｡この里宮が,その後寵守神社へと性格を変化させたと
解したい｡
4　埴見集落の古地理と土海宮
最後に,土海宮がなぜ海の神を祭神とするのかについて,検討しよう｡
上海官ないし原寵守神社が海の神を祭神にもつ理由としては,東郷池が
古く内海を形成し,その海洋活動が当地にも及んでいたと考えるのが自然
である｡現在の湖岸からはるかに内陸に位置する埴見集落一帯にはたして
その可能性はあるだろうか｡
東郷荘一帯の湖岸線については,東郷荘絵図の復元のため,岩永実や渡
辺久雄らの先行研究があり,絵図からも, 14世紀頃,長江や門田集落が
湖岸に面していたことが確認でき,標高2.5m前後が湖岸線であったこ
7)
とがわかる｡一方,埴見集落は,標高4m台から谷田を遡上し,屋敷地
については約25mより高所に所在する｡したがって,中世にはすでに入
り江からはるかに内陸に位置している｡
湖面に面する一帯の,入り海利用を知ることのできる例として,鳥取県
下の湖山池桂見遺跡がある｡ここでは, 1976年および1993 - 5年度に縄
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文後期の丸木舟が複数隻出土している｡その標高は船底位置で,現地表面
H)
の約1.95-2.3m下であった｡
湖山池の桂見遺跡と東郷池湖岸を比較すると,東郷池の方がはるかに土
砂の堆積速度がはやい｡これは東郷池南部において野だたらおよびたたら
が実施され,堆積物質が多量に供給されていたためと推測される｡しか
し,中世以前について多量の堆積物質の供給を想定することはできない｡
それゆえ,東郷池周辺における占墳･古代期の湖岸線は4.5m～4.8m
前後の標高地点を結んだ線を大きく越えることはなかったとみなせる(l対
2)｡
この標高は,埴見集落の屋敷地の標高と比べればはるかに低いものの,
現在のJR線以南の埴見集落内の水田にまで湖水が及び,他の地帯を介せ
ず,入り海に埴兄の一帯が直接接したであろうことを推測させる｡
東郷町一一一帯の遺跡調査からは,桂見遺跡のように丸木舟は出土していな
い｡しかし,前方後日噴14基を含む742基の古墳が分布する｡埴見集落
は,倭文神社を擁する宮内集落の狐塚古墳や松尾神社を擁する野花集落の
北山古墳のような前方後円墳を築造してはいないが,約90の円墳と字
なかV)たに
中谷に6 - 7つの須恵器(さらに-一部土日冊旨も兼ねる)窯跡を擁する桐密な遺
り･
跡分布地である｡
東郷池を囲む東郷町域では,須恵器及び土師器の窯跡遺跡は埴見集落以
外には分布していない｡このことは,埴見集落が古墳･古代期さらに中世
前期において須恵器･土器の生産地として栄えたことを意味する｡またそ
の交易は多く東郷池を介して行われたと考えられる｡
土海宮の名は,まさに入り海の東郷池を介した生活と,須恵器生産に優
とかい
れた当地を配る社にふさわしい名前である｡そして,集落の名称が上海か
Iijl.み
ら埴見-と変化したとすれば,その理由として,陸化の進行により入り海
の生活が影を潜め,陶器の土に恵まれた土地柄が広く認識されたことによ
川)
ると推測される｡
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注
1)拙稿1997 ｢伯蕎因東郷荘下地申分絵図[束人模写本]｣ (小l桐詣憲･下坂　守･
吉凹敏弘編『lH鋸i;図絵図大成　第　-部』河川.書房新社　所収, 133139貞)
2) 『神社改帳』は鳥取県封尊物館所蔵0
3)畑地での聞き取りにおいて,前日史宣寵守神祉禰宜,上海常II:.･政信父(-, H
中興円裕の各氏にお世話になり,ご教示を受けた〔,
4)ただし,　一宮倭文神社宮了引こお伺いしたところ,埴兄集落の鞄守神社が倭文神
社から分配されたとの推測を否定された｡また, 5JJl l｣に参拝者が倭文神社
を参拝した帰途に龍守神社に参拝したとの村人のF71想に対しても,仮に両社を
参拝したとしても,倭文神社は安産の神であり,施守神社は名前からわかるよ
うに身ごもりを祈願する神社なので,絶守神社に参拝して身ごもりを感謝し,
そのあと倭文神社で安産を祈願する参拝順序になるはずであると,疑問をLfl:.さ
れた｡ただし, ｢/-守一龍守｣の変化を想定すれば,この疑問は解消する｡ 『神
社改帳』の記範に基づけば,野花の松尾神社と鞄守神社との関連が確認される
のみで,倭文神社との関連は得られない｡
J人くfり
5)日本各地の絶守神社(J∵1:神社)のなかには,水分神社に淵源を発し, ｢みくま
り｣の語が｢みこもり｣と通じるため, ｢御1-守｣,つまりf･どもの神様の機能
をあらたに付加し, ｢こもケ)｣神社と名づけられるようになった例がある(1 .I.:野
水分神社の(-守明神への変化がこの動きを広めるのに人きな影響をも-)たとい
う｡これらについては,青山宏夫氏から教示を得たU　これに対して,値札集落
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